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図 5 今後 1(1年間の女件研究者及び学位取得者数の減少予測
間は1年)である｡室
長数は､現在は 1名
(2%)であり､過去最
も多かった平成4-
8年で3名(6%以下)
にすぎない｡仝研究
員に占める女性の割
令(-20%､)および
主任研究員に占める
女性の割合(33%)に
比べ女性管理職の数
が極端に少ない｡数
が少ないだけでなく
在職期間が少ないこ
とも特徴である｡ 部
長の在職期間が定年
前の1年間という例
がいくつかあるが､
近年は改善傾向が見られる｡仝研究職及び女性研究職における各職級の割合をみると､平成12年
度における5級の割合は 42%と他の職級に比べ最も多い｡そのうち女性の5級職は女性全体の
22.5%であり､男性の5級職の割合47.6%に比べて少ない｡また､5級職全体における女性の割合
は13%である｡女性部長は7%であるから､男女共同参画としてはまずまずの成績であるが､室
長の2%は少なすぎる｡5級職からその数の割合で管理職になると考えれば､13%が女性管理職で
あってもおかしくはない｡大学では､学長および教授の7%､助教授の12%を女性が占めている｡
一方事務職では部長2,室長13の管理職ポストがあるが全て男性である｡事務職の女性部課長は､
放医研開所以来本庁から移動してきた1人以外は存在しなかった｡管理職に関するアンケートの
結果では､女性管理職が少ないことに関して､全体では､よいと答えた人3%､悪い31%､どち
らもいえない49%となっている.男性研究職では､よいと答えた人はなく､悪い31%､どちらと
もいえない63%､女性研究職では､よい8%､悪い42%､どちらともいえない44%となり､どち
らかといえば､女性は女性管理職が多くなることを望んでいる.どちらともいえないと答えた人
の多くの意見は､人物や能力次第で比率ではないというのが多かった.また､女性が少ないのは､
女性研究者が少ない､学位の問題､責任があるので辞退する人もいるのではないかなどいう意見
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があった.わるいと答えた中には､室長が少ないというものがあった.
女性職員の中で大きな割合を占めるのが､パート職貝である｡平成13年度における年齢構成と
在職年数をみると､40-54歳の人が多く(約 63%)､45%が5年以上勤務しており､10年以上も
20%にのぼる｡平均在職年数は約5年である｡研究部においては､パート職貝は近年採用されなく
なった研究員1級の代わりになっている｡事務部門にもパート職貝は多く､職員の約30%をパー
トが占めている｡
3.提言書概要
このような現状とアンケート結果を受けて､以下のような提言をおこなった.
1.研究員公募における年齢制限は正当な理由があるときのみ行う｡年齢制限の理由を明確に
説明する｡
2.研究員公募審査においては公平性と透明性を確保する｡
このために､応募者の性別による取捨選択を行わないように､書類選考の段階で性別､名
前の表記を伏せる｡例えば､応募者A､応募者Bと呼ぶなど｡
選考委貝に女性を加える｡
不採用の場合は本人の求めに応じて理由を説明する｡
公募期間を少なくとも3ケ月以上とする｡
3.女性の能力を､多様なライフスタイルの中で発揮させるという視点から､裁量労働制など
の導入を検討する｡
4.女性管理職を採用するために､公平で透明な昇進 ･昇格審査制度を設け､結果に不服な場
合に理由説明を求められるシステムを作る｡
事務職における俸給等級人員枠と管理職ポスト数の連動を切断し､年功序列に囚われずに､
組織にふさわしい人を管理職に登用できるようにする｡
組織運営効率化のために､各部局の管理職ポストの数と担当職務の整理 ･見直しを図る｡
研究職における管理職登用は公募審査を原則とし､研究組織の硬直化を防ぐ｡
所内における登用の機会を公平に与えるため､昇進試験制度の整備や人事研修制度の充実
を図る｡
5.研究者志向の女子学生に､放射線平和利用のための研究の必要性や魅力について研究所が
積極的に広報する｡
4. おわりに
男女共同参画への提言について､放医研の場合を紹介した.この提言書は､まもなく製本
され､出版する予定である.このたび､基研シンポジウムに参加させて頂いて､物理にお
ける女性研究者の現状を知る機会を得たことは､私たちの男女共同参画にとっても非常に
有意義であった.恥meninPhysicsパリ会議が､成功裏に終わり､この運動が継続され
ることを祈念している.
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